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ケアセンター成瀬デイサービス（基本情報シート） 
訪問調査日時 平成 26 年 9 月 26 日（金） 15:00～16:00 
自治体名 町田市 
調査対象機関 ケアセンター成瀬デイサービス 
事業所種別 認知症対応型通所介護、通所介護 
調査対象者 施設長、管理者 
訪問調査実施者 大口 
調査場所 社会福祉法人総和会 ケアセンター成瀬 
併設事業 地域密着型特別養護老人ホーム、訪問介護事業、居宅

介護支援事業、地域包括支援センター、介護予防事業、

住民の会(650 世帯) 
備考 看護師の情報交換、共有、質の向上のため、法人全体

の看護グループとして組織している。 
 

 訪問調査対象施設等の概要 備考 
定員、実利用者数 一般 40 名、認知症 12 名。1 日平均 37.4 人(H25)。  

サービス内容（特

徴等） 
食事、入浴、機能訓練、くもん学習療法、音楽療法、アクティビティ、各

種行事など 
 

職員数 30 名（常勤 5 名、非常勤等 25 名）

(専門職:医師 1 名、看護師 5 名、介護福祉士 11 名、介護支援専門員 2 名、

社会福祉士 1 名など) 

 

退職者数 上半期退職者 6 名（定年 5 名、出産 1 名）  

OJT の有無 新入職員の OJT 有  

研修参加状況 施設内外研修に、述べ 102 名が参加（H25）  

実習等受入れ状況 実習・施設体験:専門学校、中学校、大学など、年間合計 22 名（H25）。  

ボランティアとの

関わり 
年間延べ 1,143 名参加（H25）。ボランティア担当理事を配置。

「ボランティア意見交換会」を年 1~2 回、

「ボランティア親睦会」年 1 回開催。 

 

家族との関わり デイサービス参観日 述べ 18 名の家族が参加(H25)。
買い物ツアーに家族が参加（利用者 55 名、家族 5 名）(H25)。 

 

地域との関わり デイサービスフロアをコンサート、住民の会行事、小学校児童との交流会

などに利用し、地域コミュニティスペースとして提供 
 

ヒヤリハット

事故報告 
有り。H25 年度後半月に報告が重なったため、安全・安心なサービス提供

について改めて情報の共有化を強化。 
 

事業収入(H25) 一般 91,827 千円（対予算比 104.8％、対前年比 108.3％）

認知症対応型 25,066 千円（対予算比 91.5％、対前年比 99.5％）

合計 116,893 千円（対予算比 101.6％、対前年比 106.3％） 

 

その他 無料歯科検診実施 20 名受診（家族・職員の歯科衛生意識向上）  

 
参考：・社会福祉法人創和会「平成 25 年度事業報告書」

   ・とうきょう福ナビ事業所情報（2014.8 更新） 
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ケアセンター成瀬デイサービス（電話調査まとめ） 
 

2015 年 10 月 20 日 13 時 20 分～14 時 00 分

聴取対象：デイサービスセンター管理者

担当：川端 

① ヒヤリハット報告書の書式と、取組みへの評価 
ヒヤリハットの分析を行っているリスクマネジメント委員会が、行った取組みの評価

も行っている。 

② 外部の目を入れる事の効果 
もともとが、地域住民の要望から立ち上がった社会福祉法人、デイサービスであるため、

主体が地域住民で、理事にも評議員にも地域住民が入っている。そのため、当初から「地

域から経営をお預かりしている」という意識でサービス提供しており、特に外部の目が新

しく入ったということはない。

外部の目としては、町田市が行っている介護相談員を受けて入れている為、介護相談員

からのフィードバックも参考にしている。また、地域包括支援センターの地域ケア会議や、

介護と医療の連携プロジェクトの会議で地域の声を聞くようにしていて、地域のニーズ

を把握するように努めている。 

③ 参観日ではどのようなことをみてもらっているのか、家族の意見交換の時間はあるか 
趣味活動は同時に 3 つくらいのプログラムを並行で行っており、この見学をしていた

だいたあと、一緒に昼食をとって頂いている。そのあと、ご家族とお茶を飲みながらの歓

談の時間を設けているが、この時にはご家族の要望はあまり語られない。

ご家族の要望については、「細かい家族の声」に助けられ、把握に努めている。苦情、

クレームは言う方が言いづらいと考え、「私たちに必要なことを気付かせてくれている」

ととらえ、職員にもそのことを教育している。連絡ノートに書かれていることはそのまま

にせず、電話を掛けたり訪問したりして、直接話ができるように努めている。

認知症デイの利用者については、本人のニーズ、要望の把握の一助として、自宅へ帰っ

た後、どのような状態になっているか、家族から聴き取るように努めている。 
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④ 研修の取組み効果について 
現在、ＩＤＯに認知症ケアスキルアップ研修を依頼し、外部から講師を招いている。ま

た、職員にどのように関わったら良いのか悩みがちな中間管理職のために、YMCA にリ

ーダー研修を依頼し、月 1 回の研修を行っている。認知症ケアスキルアップをすること

で、「帰りたい」という訴えや「トイレに行かない」と言われるご本人への対応ができる

ようになってきたと感じている。また、新任職員を教える立場の職員が、教えやすくなっ

たとも感じている。

職員の個性もあるため、繰り返し言っていくことが大切だと感じている。年 2 回の人

事考課面接ではＤＯ-ＣＡＰシートを使い、現状の分析と目標の確認をしている。また、

ＯＪＴも大切にしており、自分が 1 日の半分は実際の介護の現場に入り、やって見せる

ことで新任職員の教育をしている。

研修の報告は、1 日の朝夕に行っているミーティングや、月 1 回の業務時間終了後のミ

ーティング（職員は半分ほどしか出席できない）、月 1 回の管理者ミーティング、各種委

員会で報告を求めている。1 回で終わりと言う形にせず、繰り返し言うことで浸透してい

くと考えている。 

⑤ 町田市介護人材開発センターの研修プログラムの内容 
町田市介護人材開発センターの研修内容は、自分たちの内部研修の内容と重なってい

るものもあるため、選択して受講するようにしている。風とおしが良い組織になっており、

町田市がバックアップしているので、市介護保険課とのパイプもここで出来ている。よそ

の施設の取り組みを参考に、法令遵守も意識している。 

⑥ 虐待防止に取組んだ効果 
職員の中で、縛る等の身体拘束は１００％行っていないが、家族が家で縛っている実態

はあり、転ぶことがあることも説明の上で（ただし転倒事故はない）、どうやって介護し

たら良いかを伝えている。虐待防止が施設の中だけで終わらないように、家族にも伝えた

いと思っている。ただし、介入は難しい。

また、職員の選べない事を選ばせるようなスピーチロック（「今、トイレに行かないと、

次に行けるのは〇時です」等）は、虐待の「芽」にあたるものだと思っている。虐待につ

ながるような意識に働きかけていくことが、虐待防止になると考えている。

利用者も職員も変わるので、続けていくことが大切であると思う。 
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デイサービス悠花（基本情報シート） 
訪問調査日時 平成 26 年 10 月 16 日（木） 14:00～15:00 
自治体名 西東京市 
調査対象機関 デイサービス悠花 
事業所種別 認知症対応型通所介護、介護予防認知症対応型通所介護 
調査対象者 管理者 
訪問調査実施者 大口 
調査場所 社会福祉法人 悠遊 
併設事業 訪問介護事業、通所介護事業、居宅介護等事業（老人・

障がい者）、地域包括支援センター、認知症対応型共同生

活介護、配食サービス、収益事業（不動産賃貸事業、駐

車場業） 
備考  

 
 訪問調査対象施設等の概要 備考 

定員、実利用者数 定員 12 名。平均 1 日 8.25 人(2013 年度)。  

サービス内容（特

徴等） 
援助・相談、健康チェック、日常生活動作の機能訓練、食事の提供、入浴

の支援、介護サービス（移動、排泄の介助等）、送迎 
 

職員数（H27） 常勤３名、非常勤・その他６名、計９名。介護福祉士６名、看護師２名、

介護支援専門員２名。（認知症ケア専門士取得者がいる） 
 

退職者数 2 名(2011 年～2014 年)  

OJT の有無 新入職員の OJT 有（法人全体）  

研修参加状況 月 1 回 2 時間(18－20)でのプチ勉強会、外部研修は 1 職員 2 回程度参加  

実習等受入れ状況 大学、専門学校、近隣の小中高学校の見学・実習等の受け入れ  

ボランティアとの

関わり 
・法人全体：登録者 178 名(2014.3)
・デイサービス悠花：ボランティア交流会（年１回） 

 

家族との関わり ・家族交流会 2 回開催。利用者・家族アンケート実施

・ファミリーデイの開催（職員の家族が職場見学をする） 
 

地域との関わり ・スイカ割り、餅つき大会を開催、公園外出で地域の子供たちと交流

・後援会組織「（社福）悠遊をささえる会」にて、利用者・家族が拠出し

たバザー品を市民まつりで販売、売上金を後援会より法人へ寄付 

 

ヒヤリハット

事故報告 
有  

事業収入 ・デイサービス悠花の介護報酬：3,133 万円(2013 年度)
・法人全体事業活動収入 51,316 万円、事業活動支出 47,419 万円、収支差

額 3,897 万円（2013 年度） 

 

その他 ・各種資格（介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員資格取得等）取得

に向けた受験料の法人補助補助（2013 年度実績 9 名） 
 

 
参考：・2013 年度法人事業報告書、デイサービス悠花事業報告書、重要事項説明書参考 

・東京福ナビ事業所情報（2015 年 2 月） 

－ 72 －



－ 73 －

 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
悠
花
（
訪
問
調
査
ま
と
め
）

 

 
 

 
 

取
組

ん
で

い
る

こ
と

（
効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
組

ん
だ

の
か

 
取

組
ん

で
み

て
の

課
題

 
1 

目
的
：
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
実

施
 

工
夫
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①

 
日

報
に
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ヤ
リ

ハ
ッ
ト

欄
を

設
け

、
日

々
職

員
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口
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で
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告
し

た
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト

、
事
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、
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日
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し

、
タ
イ

ム
リ

ー
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応
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る
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そ
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場
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き
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と
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検
討
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れ

た
課

題
は

職
員
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議

等
で

段
階

的
に

検
討
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②
 
月
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間
）
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員
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に
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1
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し
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ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト
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ら
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応
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い
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効

果
：

 
①

 
タ
イ

ム
リ

ー
に

把
握

で
き

即
対

応
で

き
る

。
そ

の
場

で
ケ
ア
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方

法
を
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す
る
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と
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で

対

応
し

、
そ
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日
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う
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に
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れ
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に

な
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②
 

職
員

同
士

が
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え
合
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同
法
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別

施
設
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目

安
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の
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う

な
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イ
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に
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応
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き
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収
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目
的
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の
目
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れ
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で
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①
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族
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催
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②
 
利

用
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族
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ケ
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し
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①
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に
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情
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換

し
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。
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：

紙
パ

ン
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つ

、
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し

た
ら
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い
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ら
え

る
か

？
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②
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サ
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ビ
ス

セ
ン

タ
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と
し

て
家

族
の

状
況

が
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で

き
る

場
と

な
っ

て
い

る

③
 
ア

ン
ケ
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ト

結
果

を
事

業
計

画
に

反
映

し
て

い
る
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催
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③
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修
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④
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⑤
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。
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・
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節
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を
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。
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に
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デイサービス悠花（電話調査まとめ） 
 

2015 年 10 月 21 日 16 時 00 分～16 時 30 分

聴取対象：管理者

担当：乙幡 

① 利用者・家族へのアンケート結果を事業計画に反映とあるが、具体的にお教えください 
2013 年度に第三者評価は予算上受けられなかったが、その一部である利用者・家族へ

のアンケート実施のみ行った。単年度のもの。利用者宅にアンケート用紙が委託業者から

郵送され、利用者本人は認知症の方が多いため、主に家族が記載したものと思われるが、

委託業者に返送され集計した結果の報告を受けた。

アンケート調査の結果、「通所介護計画が、ご自宅での生活に反映されているか」の評

価が低かった。そのため、2014 年度の事業計画へ反映した。

事業計画への反映の具体としては、これまで通所介護計画書を電話などで説明し、送迎

時に手渡しすることが多かったが、自宅に訪問して説明することにした。

平成 27 年度は第三者評価を受けている。

  なお、開設当初からの取組みとして、「コミュニケーションを円滑に行う」ことを目標

とし、デイサービスでの様子を家族交流会で伝えることや、日々の連絡帳に加え、写真入

りの便りを発行することにより、デイサービスでの様子を家族により知ってもらえるよ

うな工夫をしている。その結果、家族交流会などで、ご家族から、「自分たちが楽になる

だけではなく、利用者本人の明るい表情などから楽しんでいることがわかった」などの意

見があがっている。 

② 受講した外部研修の報告会について 
月 1 回職員会議を 18 時以降 2 時間～2 時間半実施し、運転手以外の正規・非正規全職

員が参加している。

時間外になるため、手当はつけている。

受講した外部研修の内容について、職員会議の議題の一つとしてあげ、報告書をもとに、

参加した職員が口頭でも報告してもらっている。文字だけでなく、口頭説明をすることに

より、職員同士で振り返っていることもあり回覧だけよりは効果があると思われる。

法人全体での外部研修の報告会は定期にされているわけでない。この 2 年間実施がな

いが、3 年前は、参加したものが直接法人全体会議にて報告した年もあった。 

③ 役割マトリックス表の活用方法について（全員目標も含めて共有しているのか） 
役割マトリックスの表は、全職員に配布し、共有している。

前期と後期の年 2 回の面接で見直し、見直すごとに全職員に配布し共有している。

人事考課も含めた面接で、300 点満点でＳＡＢＣの判定を行う。マトリックスに書かれ

ている内容が達成されたか否かは、どう行動したかの自己申告と、管理者の裁量に任せら
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れている面がある。他者評価（職員が職員を評価する）ことは実施していない。マイナス

評価は実施できることになっているが、マイナス評価をしたことはない。

マトリックスに書かれてある内容が日々意識されているかと問われれば疑問であるが、

最低でも年 2 回振り返る時が設定されているため、効果はあると考える。 
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大田区立蒲田高齢者在宅サービスセンター（基本情報シート）

訪問調査日時 平成 26 年 10 月 3 日（金）11:00 ～ 12:00  
自治体名 大田区 
調査対象機関 社会福祉法人池上長寿園 

大田区立蒲田高齢者在宅サービスセンター 
事業所種別 通所介護・認知症対応型通所介護（介護予防含） 
調査対象者 管理者 
訪問調査実施者 大口 
調査場所 特別養護老人ホーム蒲田 会議室 
併設事業 訪問介護、通所介護、短期入所生活介護、認知症対応型通所

介護、介護予防事業、居宅介護支援、地域包括支援センター 

介護老人福祉施設 

備考  
 

 訪問調査施設等の概要 備考 
定員、実利用者数 一般：40 名・認知症対応：12 名  
サービス内容（特

徴等） 
健康チェック、機能訓練、日常生活介護、食事提供、入浴、送迎、相談

健康体操、レクリエーション、趣味活動 
 

職員数 一般：総従業員数 28 名：介護職員：常勤 6 名・非常勤 6 名、看護職員：

非常勤 2 名（経験年数 5 年以上の従業員の割合：41.7％）

認知症対応型：総従業員数 19 名：介護職員：常勤 2 名・非常勤 4 名、看

護職員：非常勤 3 名（経験年数 5 年以上の従業員の割合 33.3％） 

 

退職者数 一般：生活相談員（非常勤 1 名）看護職員（非常勤 2 名）介護職員（常勤

1 名、非常勤 3 名）

認知症対応：介護職員：常勤 1 名、看護職員：非常勤 2 名 

 

OJT の有無 スキルチェック表(55 項目)を用い、毎日研修報告書を提出  
研修参加状況 スキルチェックの実施と、面談により聴取したキャリアアップの希望等を

参考にして、個人別の研修予定表を作成し受講している  
 

実習等受入れ状況 多数受入れ、しおり有り  
ボランティアとの

関わり 
年間延べ 1 千人。クラブのボランティア講師等  

家族との関わり 「介護者のつどい」を 2 カ月に 1 回、家族懇談会を年 2 回開催  

地域との関わり 児童館や町会、商店街等とイベント、外出にて地域と交流。広報誌等で地

域に情報発信している。地域活動委員会を発足し交流会を実施 
 

ヒヤリハット

事故報告 
事故防止対策委員会にて、事故の要因分析や予防実施。ヒヤリハット報告

有。職員間にて報告・連絡・相談の情報共有のメモの運用開始 
 

事業収入 法人全体事業活動収入 5,298,636 千円、法人全体事業活動支出 4,997,877
千円、収支差額 295,758 千円 

 

その他   

 
参考：・平成 26 年度法人事業報告

・平成 26 年度福祉サービス第三者評価

・東京都介護サービス情報公表システム事業所情報(2014.9) 

－ 81 －



－ 82 －

 
大
田
区
立
蒲
田
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
訪
問
調
査
ま
と
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取

組
ん

で
い
る

こ
と

（
効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
組

ん
だ

の
か

 
取

組
ん

で
み

て
の

課
題

 
1 

目
的
：

虐
待

の
芽

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

(高
齢

者
権

利
擁

護
支

援
セ

ン
タ

ー
研

修
資

料
)を

活
用

し
た

虐

待
の

防
止

と
認

知
症
ケ
ア

の
向

上
 

工
夫
：

 
①

 
虐

待
の

芽
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
職

員
全

員
に

実
施

。
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
事

前
配

布
・

回
収

を

し
て

そ
の

結
果

を
基

に
研

修
を

開
催

。
非

正
規

職
員

が
多

い
た
め

勤
務

時
間

内
外

両
方

を
設

定

し
3
回

開
催

、
１

回
30

分
程

度
、

回
数

多
く

開
催

す
る

こ
と

で
、

参
加

率
の
向

上
を

図
っ

た
。

管
理

者
か

ら
意

見
を

戻
し

て
い

る
 

②
 
「

職
員

は
家

族
で

は
な

い
」「

利
用

者
を

ち
ゃ

ん
付

け
で

呼
ん

で
は

い
け

な
い

」
な

ど
管

理
者

か

ら
個

々
の

職
員

に
呼

び
か

け
て

い
る

 
効

果
：

 
・

そ
の
場

で
気

づ
い

て
、

職
員

間
で

注
意

し
あ

え
る

環
境

に
な

っ
た

・
「

言
葉
使

い
」
「

名
前

呼
び

」
「

ち
ゃ

ん
呼

び
」

等
に

つ
い

て
振

り
返

り
を

す
る

よ
う

に
な

っ
た

・
周

辺
症

状
の

あ
る

認
知

症
利

用
者

に
対

し
て

の
職

員
の

葛
藤

・
イ

ラ
イ

ラ
へ

気
づ

き
、

対
応

者
の

交
代

な
ど

チ
ー

ム
ケ
ア

で
支

え
る

こ
と

。
職

員
自

身
が

交
代

し
て

ほ
し

い
と

言
え

る
勇

気
や

、
そ

の
場

を
少

し
離

れ
て

深
呼

吸
し

て
戻

る
「

間
」

の
大
切

さ
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

た

・
新

人
・

異
動

職
員

の
研

修
記

録
に

よ
り

、
慣

れ
に

よ
る

意
識

の
薄

れ
を

、
気

づ
き

、
改

善
し

た
 

管
理

者
が

高
齢

者
権

利
擁

護

支
援

セ
ン

タ
ー

開
催

の
研

修

へ
参

加
し

、
利

用
者

へ
対

す
る

言
葉

遣
い

が
相

応
し

く
な

い

職
員

が
い

る
と

感
じ

た
た
め

 

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
、
言

葉
使

い
な

ど
個

々
の

職
員

の

も
の

さ
し

が
違

う
。

こ
の

共
有

化
が

課
題

。

 

2 
目
的
：

養
護

者
に

よ
る

虐
待

の
防

止
  

工
夫
：

 
①

 
地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
「

介
護
者

の
集

い
」

を
２

カ
月

に
１

回
開

催

②
 
「
連

絡
ノ

ー
ト

」
を

活
用

し
、

介
護
負

担
へ

配
慮

効
果
：

＊
効
果

に
つ

い
て

は
、
次

頁
を

参
照

 

家
族

が
長

く
介

護
を

し
て

い

け
る

よ
う

、
家

族
へ

の
ケ
ア

を

重
視

し
た

た
め
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取
組

ん
で

い
る

こ
と

（
効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
組

ん
だ

の
か

 
取

組
ん

で
み

て
の

課
題

 
3 

目
的
：

介
護

職
員

へ
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ
ア

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
の
向

上
 

工
夫
：

 
①

 
地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
「

介
護
者

の
集

い
」

を
２

カ
月

に
１

回
開

催
（

再
掲

）

②
 
「
連

絡
ノ

ー
ト

」
を

活
用

し
、

家
族
の

要
望

を
き

い
て

い
る

③
 
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

懇
談

会
を

年
２

回
実
施

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

か
ら

の
意

見
徴

収

④
 
職

員
が

対
応

に
困

っ
た

時
、
 “

同
じ

屋
根

の
下

に
い

る
施

設
全

体
で
ケ
ア

に
つ

い
て

考
え

る
場

”

を
も

て
る

よ
う

臨
時

会
議

を
行

い
、

施
設

全
体

で
サ
ポ

ー
ト

・
理

解
を

得
ら

れ
る

よ
う

に
し

て

い
る

 
効

果
：

 

・
家

族
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

か
ら

指
摘

を
受

け
、
ケ
ア

を
改

善
で

き
た

・
臨

時
会

議
で

検
討

し
た

結
果

、
徘

徊
す

る
利

用
者

が
他

部
署

に
立

ち
寄

り
な

が
ら

施
設

を
一

周
で

き
る
よ

う
改

善
で

き
、

他
部

署
の

職
員

が
利

用
者

の
置

か
れ

て
い

る
状

態
を

学
ぶ

こ
と

も
で

き
た

 

長
く
ケ
ア

に
携

る
こ

と
が

で

き
る

よ
う

職
員

へ
の
ケ
ア

を

重
視

し
た

た
め

 

職
員

の
育

成
、
定

着
に

つ

い
て

、
新

人
職

員
（

と
く

に
若

い
世

代
）
は

挨
拶

な

ど
基

本
的

な
社

会
人

教

育
も

必
要

。
人

を
選

べ
な

い
中

で
の

難
し

さ
。

外
国

人
介

護
職

員
へ

の

言
葉

や
文

化
の

違
い

に

よ
る

教
育

の
難

し
さ

。
 

4 
目
的
：
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト

の
活

用
を

習
慣

化
さ

せ
る

こ
と

で
、

事
故

の
防

止
を

図
る

 
工
夫
：

 
①

 
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト

の
書

式
を

簡
素

化
（
チ

ェ
ッ

ク
項

目
を

増
や

し
時

間
短

縮
化

）
し

た

②
 
回
覧

者
を

狭
め
（

施
設

長
・
統

括
ま

で
だ

っ
た

も
の

を
管

理
者

ま
で

に
変

更
）
、
迅

速
に

検
討

で

き
る

よ
う

に
し

た
 

効
果
：

 
・

約
３

か
月

の
取

組
み

で
習

慣
と

な
っ
た

・
こ

の
手

す
り

は
ち

ょ
っ

と
滑

り
や

す
い

等
、
ヒ

ヤ
リ

と
す

る
よ

う
な

事
象

が
起

き
る

前
に

は
一

定

の
兆

候
が

存
在

す
る

と
い

う
気

づ
き

が
広

が
り

、
予

防
に

つ
い

て
話

し
合

え
る

よ
う

に
な

っ
た

 

 

こ
れ

ま
で
ケ

ガ
や

問
題

が
な

か
っ

た
と

し
て

も
す

べ
て
「

事

故
報

告
」
で

対
応

し
て

き
た

た

め
、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト

を
書

く
習

慣
が

な
か

っ
た

た
め
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取
組

ん
で

い
る

こ
と

（
効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
組

ん
だ

の
か

 
取

組
ん

で
み

て
の

課
題

 
5 

目
的
：

会
議

と
研

修
・

懇
談

会
等

を
活

用
し

、
法

人
理

念
に

沿
っ

た
サ

ー
ビ

ス
の

質
の
向

上
 

工
夫
：

 
①

 
他
の

利
用

者
を

中
傷

す
る

高
齢

者
へ
、
中

立
的

な
立

場
で

助
言

や
仲

介
等

対
応

で
き

る
よ

う
に

、

必
要

に
応

じ
て

短
時

間
で

臨
時

会
議
を

開
催

し
、

話
し

合
う

よ
う

に
し

て
い

る
 

②
 
外

部
研

修
等

を
活

用
し

、
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

低
下

す
る

前
に

、
組

織
で

取
組

む
。

非

正
規

職
員

等
が

参
加

し
や

す
い

時
間

の
配

慮
、

参
加

し
な

か
っ

た
職

員
へ

の
伝

達
研

修
の

実
施

 
③

 
組

織
と

し
て

守
る

マ
ナ

ー
を

ロ
ッ

カ
ー

に
掲

示
。

接
遇

委
員

会
を

設
け

、
研

修
を

実
施

④
 
新

人
職

員
は

内
部

研
修

に
優

先
的

に
参

加
し

て
も

ら
い

、
講

師
は

ベ
テ

ラ
ン

職
員

が
実

施

⑤
 
定

期
的

な
事

業
所

内
会

議
を

開
催

（
短

時
間

で
も

そ
の

都
度

開
催

し
て
ケ

ー
ス

検
討

・
サ

ー
ビ

ス
計

画
・

認
知

症
ケ
ア

の
方

法
に

つ
い

て
検

討
な

ど
を

実
施

）
 

⑥
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

か
ら

意
見
徴

収
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

懇
談

会
：

年
２

回
開

催
）

効
果
：

 
・

ベ
テ
ラ

ン
職

員
が

新
人

職
員

研
修

の
講

師
を

す
る

こ
と

が
、

ベ
テ

ラ
ン

職
員

の
学

び
と

な
っ

た
 

法
人

理
念

や
各

部
署

が
目

標

に
ど

う
取

組
ん

で
い

く
の

か

に
つ

い
て

、
一

般
職

員
に

は
理

解
さ

れ
に

く
い

た
め

 

・
新

人
研

修
の

講
師

の
後

継
者

の
育

成
な

ど
、
継

続

す
る

こ
と

 
・
研

修
で

学
ん

だ
こ

と
や

気
づ

い
た

こ
と

を
ど

う

日
常
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大田区立蒲田高齢者在宅サービスセンター（電話調査まとめ） 

 
2015 年 10 月 27 日 14 時 00 分～14 時 30 分

聴取対象：所長

担当：乙幡 

① 「虐待の芽チェックリスト」実施後、職員へ管理者から意見のフィードバック方法や内

容等

正規職員（5 名）の場合、「虐待の芽チェックリスト」を自己チェック後、年 1 回一人

10 分～30 分の面接時に所長からみた気づきも含めてチェックリストをもとに振り返り、

注意するところは注意している。人事考課の面接も兼ねているため、年度目標や受けたい

研修についてなども含め面接している。評価はＡＢＣとなっており、給与へ反映する。マ

イナス評価はできることとなっているが、マイナス評価をしたことはない。プラスの評価

は実施したことがある。

非正規職員（約 15 名）の場合は、「虐待の芽チェックリスト」を自己チェックと、正規

職員からみた非正規職員のケアについて正規職員から報告をもらった後、非正規職員と

所長との年 1 回の面接時に振り返りや、気づいた点を伝えている。非正規職員について

は、人事考課はないが、次年度の雇用についてや、受けたい研修なども話している。非正

規職員については、個々の年度目標はたてていない。 

② ヒヤリハットの回答者を狭めたことによる組織全体への周知や検証方法について 
施設長や統括へのヒヤリハットの報告は、月 1 回ヒヤリハットをまとめたものが、会

議録として回覧されている。また、施設長や統括が出席している全体会議に報告されるこ

ともある。

以前はヒヤリハットではなく、事故報告書として提出していたため、提出に時間がかか

り、書く負担も大きく、件数も少なかったが、事故報告ではなく書式を簡素化したところ、

一桁だったヒヤリハットが二桁は毎月出るようになった。

しかし、まだまだ管理者などが見て気づいて各職員に言わないと出さないこともあり、

今後も声掛けなどが必要な状況である。 

③ 会議について（種類、目的、構成員、頻度、スケジュール、手当等） 
デイサービス内での会議は、3 種類ある。レクリエーション会議 月 1 回、処遇改善

会議 月 1 回、在宅会議 月 1 回である。正規・非正規関わらず全職員である。時間内

に組んでいるが、時間外になるときは手当をつけている。

法人全体では、全体会議（部門の管理職）、３部門ごと（特養、通所、包括）の会議が

ある。通所の会議が在宅会議と呼ばれており、月 1 回実施されている。

研修報告については、ほとんど回覧が多い。会議の中で研修内容が報告されることは

それぞれの部門ごとに行われ、施設長や統括などの管理職には、回覧にて報告をしてい

る状況。ＯＪＴ研修などは、在宅会議や、朝の申し送り時に 15 分程度、口頭で報告し

てもらうこともある。外部研修としては、東社協の認知症関連の研修は毎回参加するよ

うにしている。 
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特別養護老人ホームあさひ苑（基本情報シート） 

調査日時 平成 26 年 11 月 6 日（木） 14:00～15:00 
自治体名 府中市 
調査対象機関 社会福祉法人多摩同胞会

特別養護老人ホームあさひ苑 
事業所種別 特別養護老人ホーム 
調査対象者 係長，介護主任，事故防止委員会担当者 
調査実施者 大口 
調査場所 特別養護老人ホームあさひ苑内相談室 
併設事業 短期入所生活介護，通所介護（基本・予防），認知症対応

型通所介護，訪問介護，居宅介護支援事業所 
備考  

 
 ヒアリング対象施設等の概要 備考 

定員、実利用者数等 定員 100 名。平均要介護度 3.8（H26）  

OJT の有無 OJT 有（法人全体）、新人職員育成スケジュール（3 か月間）が作成され

ている。（施設別） 
 

職員数 正規職員 35 名、契約職員 1 名（平成 26 年度 特別養護老人ホームの職員

のみ）介護職員離職者数（併設事業含む）正規職員 2 名（H25） 
 

研修体制 ・法人の研修計画では職位・職能別に３年間で育成の度合いを測る。

・施設内研修は複数回設定、業務支障なく参加できるようにしている。 
 

実習等受入れ状況 大学、中学校、官庁（人事院・法務省）、教育委員会等の実習の受け入れ  

利用者のニーズ・要

望把握 
・入所時に「利用者を知るアンケート・嗜好調査票」などで入所前の状況・

嗜好を把握している。 
 

ボランティアとの関

わり 
・ボランティアが「あさひ苑応援隊」として組織化され、施設内の各事業

で横断的に活動ができるようにしている。 
 

家族との関わり ・家族懇談会年 3 回開催。欠席者に配布資料や議事録を送付している。

・第三者評価の際に家族アンケートを実施して意向等を把握している。 
 

地域との関わり ・町会・自治会や民生委員等とのつながりを大切にしている。

・「老いについて考える講演会」「家族介護者教室」「認知症サポーター養

成講座」などの福祉の専門性を地域に還元する機会を定期的に実施。 

 

事業収入 ・法人全体事業活動収入 32 億 8871 万 4635 円、事業活動支出 31 億 765
万 3595 円、収支差額 1 億 8106 万 1040 万円（H25） 

 

その他 ・介護福祉士国家資格受験勉強会を常勤・非常勤問わず参加できるように

実施している。 
 

 
参考：・平成 25 年度福祉サービス第三者評価（H25 年度）

   ・平成 26 年度 法人事業計画、決算報告 
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特別養護老人ホームあさひ苑（電話調査まとめ） 
 

2015 年 10 月 30 日 14 時 00 分～14 時 20 分

聴取対象：相談員兼介護支援専門員

担当：大口 

① ヒヤリハットへの対応策の決定におけるプロセスやその体制について 
ヒヤリハットへの対応は、「基本的にはその場で速やかに対応すべき」としている。ヒ

ヤリハットの対応体制は、図１に示すようなプロセスである。

 
図１：あさひ苑のヒヤリハットの対応プロセス・体制 

 

② ヒヤリハットを入力するエクセルの自動集計システムについて 
エクセルへの記録（入力）はヒヤリハット作成時に行っている。「項目を整理する必要

性がある」という意見が職員から挙がっており、委員会で検討している。 

③ 「チャレンジ・ワークプラン」の書式について 
「法人理念」「施設目標」「事業計画」「特養として今年度取り組むべきポイント」等を

「支柱」にして、職員個人が「ぶれない」ように、自らの目標設定をしている。

「ぶれ」とは、「教わる側」によく見られる「高すぎる目標」「低すぎる目標」「抽象的」

「アバウト」「広すぎる目」「明確になっていない」「何をするかがなく想いだけ」を示す

言葉として使用した。「ぶれ」があると「教える側」も評価する際に達成度がはかれない。

そのため、「教える側」が達成状況を確認するためにも「教わる側」が「ぶれな 

①発生→責任者に報告

②責任者と対応策検討

（基本はその場で決める） 
③ヒヤリハット作成

④エクセル入力 

Ⅰ 報告・対応策検討 

①部署間で回覧

②気がついた点を追記

③作成者責任者が追記

された内容を確認・反映 

Ⅱ 共有と気づきの反映 

①数が多い人等の検討

②ヒヤリハットの傾向確認 

（エクセル集計結果） 

Ⅲ-１ 委員会検討 

①ケースファイルに保管

①３か月に１回のケアプラン 

のモニタリングで状況を確認 

Ⅲ-２ 保管とモニタリング 

※ヒヤリハットのモニタリング（評価）は追いついていない 
のが実態だが、①多い人は委員会でとりあげて検討、

②ケアプランのモニタリングでヒヤリハットを対応状況を

確認している。 
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い」ような目標設定を「教える側」も心掛けている。

チャレンジ・ワークプランの書式は、法人規定の書式のため、情報提供には施設長の許

可が必要で、施設長不在であっため後日施設長に再度連絡とのことであった。 

④ OJT、Off-JTの内容やつながり（関連）について
（１）OJTの内容

法人内・施設内の研修受講が、年間計画に盛り込まれている。

OJT について、「個人―チーム（数名）―フロア―施設―法人」の階層があり、チー

ムリーダーが「育成担当者」としてチーム内の職員の OJT を行い、チームリーダーの

OJT はフロアリーダーが行う体制になっている。 
 

図：あさひ苑における OJT の体制 

 

（２）OFF-JTの内容
日々の業務の忙しさで人手が足りない状況だが、外部研修に行けるように勤務シフ

トの調整等をしている。

外部研修の情報（チラシ・案内等）は、施設の相談員（聴取対象者）に集まるように

なっており、施設の責任者間で相談し、施設で必要な研修を選択し、職員への受講調整

をしている。数は少ないが、一般職員からも研修の希望があり、施設として研修受講調

整をした例もある。 
 

チーム 
リーダー

職員 

フロア 

 

職員 職員 

チーム
リーダー

職員 

 

職員 職員 

OJT 

OJT 

フロア 
リーダー
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（３）OFTと OFF-JTのつながり 
外部研修の受講者が作成した報告書をもとに、フロア会議やリーダー会議において、

研修内容を伝達している。そして、会議に参加したリーダーが、フロア内・チーム内の

職員に伝達をしている。研修資料は職員が閲覧できるように、各フロアに整理して保管

している。 

⑤ 地域とのつながり（情報公開の具体的内容も含む）について 
あさひ苑は福祉系施設など密集した地域にあり、人が住む住宅街とは離れているため、

施設と近隣住民との関わりは立地的に少ない。（近隣の施設とはイベント等を通じて関わ

りがある）地域包括支援センターが地域との関わりの窓口になっている。

２，３年前より、「地域の人たちに、ボランティア活動等の場として施設を開放し、一

緒に頑張りましょう」という意図のもとに、施設ボランティア（施設内喫茶店、デイ、特

養フロア等）を「応援隊」という名称に変更している。

社会福祉協議会のボランティアセンターからの紹介もあるが、介護予防ややりがい創

出の一貫として、地域包括支援センターが地域からボランティアを発掘し、「応援隊」に

つながることも多い。 
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特別養護老人ホームあゆみえん（基本情報シート） 

調査日時 平成 27 年 2 月 27 日（金曜日）10:00 ～ 11:00  
自治体名 青梅市 
調査対象機関 社会福祉法人徳心会 特別養護老人ホームあゆみえん 
事業所種別 特別養護老人ホーム 
調査対象者 介護部門管理者、担当職員 
調査実施者 大口 
調査場所 特別養護老人ホームあゆみえん 会議室 
併設事業 訪問介護、訪問看護、短期入所生活介護、居宅介護支援、

介護予防事業 
備考  

 
 ヒアリング対象施設等の概要 備考 

定員、実利用者数 定員 160 名（都平均 86.2 名）従来型個室、多床室 平均要介護度 3.8(H26)  

待機者数 903 名  

サービス内容（特

徴等） 
日常生活介護、健康管理、機能訓練、クラブ活動、選択食毎週提供「彩多食」、

利用者個々の生活の充実を図るため、個別希望でナイター観戦、お墓参り、

居酒屋、一泊旅行、同窓会への参加など個別に対応 

 

職員数 常勤 77 名＋非常勤・その他 19 名 計 96 名

（専門職：医師 1 名、介護福祉士 21 名、ヘルパー15 名、看護師 7 名、栄養

士 1 名、調理師 9 名、介護支援専門員 2 名など） 

 

退職者数(H26) 常勤看護職員 1 名、非常勤看護職員 1 名、管理栄養士 1 名 計 3 名  

夜勤体制 平均 7 名  

OJT の有無 有。マニュアル化された指導方法に基づいて実施。  

研修参加状況 研修委員会が中心となり、年間研修スケジュールを組み階層別研修実施。外

部研修参加。報告書提出義務付け、回覧。勉強会実施 
 

実習等受入れ状況 福祉系専門学校の実習、大学生、介護等体験実習受け入れ  

ボランティアとの

関わり 
夏体験ボランティア、クラブ活動（書道、生け花、朗読、音楽、カラオケ、

料理、輪投げ、映写会）の実施ボランティア受け入れ 
 

家族との関わり 後援会有。後援会主催で施設見学会を家族や利用希望者等へ実施  

地域との関わり 市民フォーラム・講習会開催、都社協研修・中学校講師派遣、保育園との交

流、消防署・自治会共同防災訓練実施、地域防災協定締結、納涼祭 
 

事業活動(H25) 収益額 2,851,783,026 円 費用額 2,452,326,217 円  

その他 法人内の情報システムにて個人メールや掲示板を活用し迅速な情報共有

職員親睦会組織にて海外・国内旅行、歓迎会、忘年会、食事会実施、スポー

ツ同好会有 

 

 参考：・平成 25 年度社会福祉法人徳心会決算報告 
・介護サービス情報公表システム(2014.7)
・平成 26 年度福祉サービス第三者評価結果 
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取

組
ん

で
い

る
こ

と
（

効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
り

組
ん

だ
の

か
 

取
組

ん
で

み
て

の
課

題
 

1 
目
的
：
全

社
協
「

障
害

者
虐

待
防

止
の

手
引

き
（

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

）
Ve

r.3
」
を

一
部

改
変
・
活

用

し
、
虐

待
防

止
に

取
り

組
む

工
夫
：

 
①

 
職

員
の

「
気

づ
き

」
を

促
し

、
虐

待
を

早
期

に
発

見
す

る
た
め

の
「

早
期

発
見

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
」

を
作

成
・

実
施

し
て

い
る

。
（

無
記

名
）

 
②

 
虐

待
防

止
の

た
め

の
業

務
の

振
り

か
え

り
と

し
て

、「
虐

待
の

芽
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
を

一
部

改

編
し

た
「

職
員

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
を

作
成

・
実

施
し

て
い

る
。
（

無
記

名
）

 
③

 
チ

ェ
ッ

ク
だ

け
で

な
く

、
集

計
し

自
由

記
述

欄
も

設
け

て
具

体
的

な
状

況
を

把
握

し
て

い
る

④
 
全

職
員

を
対

象
と

し
て

、
自

己
点

検
を

年
4
回

実
施

し
て

い
る

⑤
 
虐

待
類

型
が

多
い

と
目

的
な

ど
が

ぼ
や

け
て

し
ま

う
た
め

、
経

済
的

虐
待

の
項

目
は

あ
え

て
削

除
し

て
い

る
 

⑥
 
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
の

結
果

を
も

と
に

改
善

シ
ー
ト

を
作

成
し

、
委

員
会

に
て

内
容

の
検

討
、

報
告

書
を

作
成

し
て

改
善

行
動

に
つ

な
げ

る
等

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
を

意
識

し
た

取
り

組
み

を
現

在
検

討
し

て
い

る
。

 
⑦

 
結
果

に
基

づ
き

、
人

材
育

成
委

員
会

に
お

い
て

検
討

し
改

善
案

を
提

示
し

て
い

る

効
果
：

 
・

 
自

由
記

述
欄

が
あ

る
こ

と
で

、
通

常
の

「
虐

待
の

芽
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
の

活
用

で
は

把
握

し

き
れ

な
い

状
況

の
把

握
が

で
き

た
。

 
・

 
サ

ー
ビ

ス
の

質
向

上
や

利
用

者
の
ア

セ
ス

メ
ン
ト

に
も

役
立

つ
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
 

 
「

虐
待

」
と

い
う

言
葉

に

対
す

る
職

員
の

認
識

が

様
々

で
、

抵
抗

感
を

感
じ

て
し

ま
う

職
員

も
い

る
。

虐
待

防
止

の
目

的
を

明
確

に
示

す
た
め

に
は

、
「

虐

待
」

と
い

う
言

葉
を

あ
え

て
使

用
し

て
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
活

用
し

た
方

が
良

い
と

考
え

て
い

る
。
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取
組

ん
で

い
る

事
（

効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
組

ん
だ

の
か

 
取

組
ん

で
み

て
の

課
題

 
2 

目
的
：

委
員

会
活

動
や

指
針

の
策

定
等

を
通

じ
て

、
虐

待
・

身
体

拘
束

・
権

利
侵

害
防

止
の

た

め
の

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
る

工
夫
：

 
①

 
3
ヵ

月
に

1
回

、
法

人
幹

部
も

出
席

す
る

権
利

擁
護

・
個

人
情

報
保

護
委

員
会

に
お

い
て

、

虐
待

・
身

体
拘

束
・

権
利

侵
害

の
防

止
に

関
す

る
話

し
合

い
が

行
わ

れ
、

啓
発

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

 
②

 
委

員
会

で
「

虐
待

防
止

対
策

指
針

」
を

定
め

、
新
規

・
中

途
採

用
職

員
が

虐
待

防
止

に
つ

い
て

理
解

が
深
め

ら
れ

る
よ

う
、

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

 
③

 
日

常
支

援
の

中
で

利
用

者
の

気
持

ち
を

傷
つ

け
る

よ
う

な
職

員
の

言
動

な
ど

、
不

適
切

な

対
応

が
起

き
な

い
よ

う
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

研
修

を
定

期
的

に
行

っ
て

い
る

。
（
「

ち
ゃ

ん
付

け
」
「

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
」

等
の

言
葉

づ
か

い
の

改
善

等
）

 

 
 

3 
目
的
：

気
づ

き
メ

モ
＝
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト

と
し

て
活

用
 

工
夫
：

 
①

 
独

自
に

作
成

し
た

「
気

づ
き

メ
モ

」
を

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト

と
し

て
活

用
。

②
 
事

故
発

生
（

車
い

す
か

ら
の

ず
り

落
ち

等
）

→
事

故
対

応
→
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ
ト

と
し

て
「

気

づ
き

メ
モ

」
を

作
成

→
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
で

検
討

→
改

善
提

案
、

と
い

う
流

れ
。

 
③

 
虐

待
防

止
を

意
識

し
て

恒
常

化
し

や
す

い
も

の
を

取
り

上
げ

て
検

討
し

て
い

る

④
 
事

故
発

生
報

告
等

は
平

成
26

年
4
月

に
、
権

利
擁

護
・
個

人
情

報
保

護
委

員
会

か
ら

会
議

頻
度

の
多

い
介

護
委

員
会

（
月

１
回

）
に

移
管

。
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取
組

ん
で

い
る

こ
と

（
効
果

・
展

望
等

含
む

）
 

な
ぜ

取
組

ん
だ

の
か

 
取

組
ん

で
み

て
の

課
題

 
4 

目
的
：

職
員

の
ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 
工
夫
：

 
①

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

配
置

②
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
対

し
て

看
護

師
を

１
名

配
置

③
年

１
回

の
職

員
旅

行
（

①
海

外
、

②
国

内
、

③
そ

の
他

※
選

択
可

）

④
ス
ポ

ー
ツ

同
好

会
設

置

 

職
員

の
発

散
の

場
や

過
度

な
ス
ト

レ
ス

と
な

る
こ

と

を
防

止
的

に
取

り
組

も
う

と
考

え
た

た
め

 

 

5 
目
的
：

法
人

内
情

報
共

有
 

工
夫
：

 
①

法
人

内
情

報
周

知
シ

ス
テ

ム
の

活
用

（
個

人
メ

ー
ル

や
掲

示
板

の
活

用
を

し
て

迅
速

な
情

報

共
有

）

②
課

内
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

（
毎

日
、

口
頭

で
の

伝
達

や
注

意
喚

起
、

情
報

共
有

）
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